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福島県大沼郡三島町　みしままち
三島町は、福島県の西部を流れる只見川
沿いの小さな町です。優良な「会津桐」
の産地として知られるほか、小正月の行
事「サイノカミ」や、野山の材料で作る「編
み組細工」などの伝統が受け継がれ、「日
本で最も美しい村」連合に加盟していま
す。

主 な 内 容
第 28 回ふくしま駅伝　　   　　　２
文化の日特集　　　　　   　　　  ３
Ｔｏｗｎ　Ｍｅｍｏｒｉｅｓ　　　４
浅岐集会所完成！　　　　　　　 ６
町民記者　　　　　　　　　　　７
地域おこし協力隊特集　　　　　 ９
図書コーナー　　　　　　　　   １０
昔話 ( 観音様の御利益 )　　　　  １０
町史編さん室だより　　　　　    １１
Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　　　　    １３
福島県きのこ品評会受賞　　　　１４



区間・距離 選手 年齢・学年・所属等 町村 区間記録 区間順位

１区 4.0㎞ 木戸美帆 34 歳・石川町社協 葛尾 14'11" 22 位

２区 8.2㎞ 三瓶将哉 ふたば未来学園高 1 年 川内 29’02” 39 位

３区 5.8㎞ 柏木純翔 湯川中 3 年 湯川 19’47” 20 位

4 区 7.3㎞ 渡邉岳之 29 歳・ＪＡ会津よつば 湯川 24’33” 26 位

5 区 6.7㎞ 西山望 小野高 3 年 川内 24’11” 34 位

6 区 8.3㎞ 松本英樹 清陵情報高 3 年 葛尾 29’14” 37 位

7 区 5.2㎞ 本名萩 昭和中 1 年 昭和 18’05” 18 位

8 区 4.1㎞ 大須賀翔 湯川中 2 年 湯川 14’26” 16 位

9 区 3.0㎞ 小平梨々花 三島中 2 年 三島 12’55” 42 位

10 区 9.3㎞ 中丸凌太 こおりやま東都学園 2 年 金山 32’34” 40 位

11 区 3.9㎞ 片桐亜子 24 歳・川内村もりたろうプール 川内 15’17” 20 位

12 区 9.3㎞ 鈴木貴人 38 歳・ふたば未来学園高教員 湯川 24’37” 32 位

13 区 4.8㎞ 若松聖也 川内中 3 年 川内 17’20” 31 位

14 区 5.7㎞ 穴澤進 43 歳・檜枝岐村役場 檜枝岐 21’39” 43 位

15 区 3.4㎞ 星日代里 三島中 2 年 三島 14’26” 46 位

16 区 8.4㎞ 北舘亮 37 歳・三島町役場 三島 29’15” 37 位

全長 95.1㎞ 5° 41’32”　総合 29 位相当（※合同チームのため参考記録）

　

第
28
回
ふ
く
し
ま
駅
伝
は
11
月
20

日
、
白
河
市
か
ら
福
島
市
ま
で
中
通
り

を
縦
断
す
る
16
区
間
、
95
・
１
㎞
の

コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
町
は

特
別
措
置
に
よ
る
合
同
チ
ー
ム
の
一
員

と
し
て
参
加
。
小
平
梨
々
花
さ
ん
が
郡

山
北
工
業
高
校
内
か
ら
平
成
記
念
郡
山

こ
ど
も
の
も
り
公
園
入
口
ま
で
の
9
区

（
3.0
㎞
）、
星
日
代
里
さ
ん
が
松
陵
中
学

校
前
か
ら
福
島
大
学
入
口
ま
で
の
15
区

（
3.4
㎞
）、
北
舘
亮
さ
ん
が
福
島
大
学
入

口
か
ら
福
島
県
庁
前
ゴ
ー
ル
ま
で
の
16

区
（
8.4
㎞
）
を
走
り
ま
し
た
。
三
島
、

金
山
、
昭
和
、
湯
川
、
檜
枝
岐
、
川
内
、

葛
尾
の
７
町
村
の
各
選
手
が
全
力
で
走

り
切
り
、
昨
年
よ
り
も
総
合
タ
イ
ム
を

約
9
分
も
縮
め
、
53
チ
ー
ム
中
29
位
相

当
の
過
去
最
高
順
位
で
ゴ
ー
ル
し
ま
し

た
。 第

28
回
ふ
く
し
ま
駅
伝

七
町
村
の
選
手
達
が
繋
い
だ

『
感
動
』 と 『
希
望
』

合
同
チ
ー
ム
「
希
望
ふ
く
し
ま
」
総
合
29
位
相
当
（
参
考
記
録)

当
町
か
ら
小
平
梨
々
花
さ
ん
（
三
島
中
２
年
・
西
方)

、星
日
代
里
さ
ん
（
三
島
中
２
年
・

西
方
）、
北
舘
亮
さ
ん
（
役
場
・
西
方
）
が
出
場

三島の文化を学び・守り・伝える
　

三
島
町
文
化
祭
は
11
月
3
日

『
文
化
の
日
』
に
、町
民
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
書
、
絵
画
、
写
真
、

生
け
花
、
俳
句
な
ど
町
民
の
作
品

が
多
数
展
示
さ
れ
た
ほ
か
、
町
民

課
に
よ
る
元
気
で
ま
っ
せ
体
操
や

宮
下
婦
人
会
に
よ
る
食
堂
が
開
催

さ
れ
、
役
場
前
で
は
ロ
ケ
ッ
ト
ス

ト
ー
ブ
製
作
や
木
工
体
験
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
、
地
元
の
農
産
物
や

四
倉
の
方
々
の
海
産
物
、
揚
げ
た

て
コ
ロ
ッ
ケ
、
会
津
地
鶏
の
ポ
ト

フ
な
ど
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
除
雪
ド
ー
ザ
ー
の
乗
車

体
験
、
起
震
車
に
よ
る
地
震
体
験

な
ど
も
行
わ
れ
、
自
然
災
害
の
恐

ろ
し
さ
や
、
そ
の
対
策
・
防
災
に

つ
い
て
再
認
識
し
学
ぶ
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
語
り
部
サ
ー
ク

ル
「
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
」
の
皆
さ

ん
に
よ
る
語
り
も
行
わ
れ
、
三
島

中
学
生
に
よ
る
合
唱
や
一
般
参
加

者
に
よ
る
演
芸
会
、
駒
の
会
に
よ

る
和
太
鼓
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
訪
れ
た
人
達
は
、
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
て
い
る
よ
う
で
し

た
。

【
平
成
28
年
度
三
島
町
文
化
祭
】

練習の成果を発揮
三島小まつり

Full　Force ～最高の思い出～
三島中桐陽祭

　

三
島
中
学
校
に
よ
る
「
桐
陽

祭
」
が
10
月
29
日
に
三
島
中
体

育
館
で
、
三
島
小
学
校
に
よ
る

「
三
島
小
ま
つ
り
」
が
11
月
3

日
に
三
島
小
体
育
館
で
開
催
さ

れ
、
児
童
や
生
徒
た
ち
は
、
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、

保
護
者
の
方
や
見
に
来
て
下

さ
っ
た
方
た
ち
の
笑
い
や
感
動

を
誘
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
三
島
小
ま
つ
り
終
了

後
に
生
涯
学
習
表
彰
式
が
行
わ

れ
三
島
小
・
中
合
わ
せ
て
9
名

の
児
童
と
生
徒
が
受
賞
し
ま
し

た
。

【
文
化
部
門
】

●
小
松
凌
大
く
ん(

三
島
中
1
年)

第
46
回
世
界
児
童
画
展　

特
選/

第
36
回
Ｆ
Ｃ
Ｔ
児
童
画
展　

福
島
民
友
新
聞
社
賞
●
坂
内
悠
吏
く
ん

(

三
島
中
1
年)

第
46
回
世
界
児
童
画
展　

特
選
●
星
日
代
里
さ
ん(

三

島
中
2
年)

平
成
27
年
度
第
61
回
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル　

佳
作
●

坂
内
遥
人
く
ん(

三
島
中
3
年)

第
60
回
福
島
県
書
き
ぞ
め
展
書
き
ぞ

め
奨
励
賞

【
三
島
町
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰(

特
選)

】

●
鈴
木
啓
生
く
ん(

三
島
小
6
年)

●
五
十
嵐
望
く
ん(
三
島
小
5
年)

●
鈴
木
彩
月
さ
ん(

三
島
中
1
年)

●
坂
内
悠
吏
く
ん(

三
島
中
1
年)

【
交
通
安
全
運
動
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰(

特
選)

】

●
二
瓶
佳
悟
く
ん(

三
島
小
4
年)

●
小
柴
大
空
く
ん(

三
島
中
1
年)

①
希
望
ふ
く
し
ま
の
メ
ン
バ
ー
②
９
区
を
疾

走
す
る
小
平
梨
々
花
さ
ん
③
接
戦
の
な
か
激

走
す
る
15
区
星
日
代
里
さ
ん
④
16
区
ア
ン

カ
ー
を
務
め
ゴ
ー
ル
し
た
北
舘
亮
さ
ん

①④

③

②
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町の地域資源を活用し魅力あるまちづくり
三島町生活工芸アカデミーモデル事業開講

TownMemories 10・11 月
み　し　ま　　日　々　の　出　来　事

スポーツ吹矢教室を終えて
交流大会への参加

　4 月よりスポーツ吹矢教室を月 1 ～ 2 回（10 月まで）
開催してきました。講師であるＮＰＯ法人会津美里ク
ラブ衆の前田くに江先生にご指導いただき、昼夜２部
制で練習を行い、10 月 24 日には公民館主催の認定会
を開催しました。また、11 月 8 日、4 町村の競技者を
集めた交流大会（団体戦）に町から 4 名参加し、その
内 2 名が団体部門で 1 位（五十嵐純子さん）・2 位（角
田信子さん）と好成績を残しました。五十嵐さんは個
人部門（女性）でも１位に輝き、これまでの練習の成
果が発揮された大会となりました。

ふれあい野球教室
～みんなで野球をしよう～

　ヒートブロウ（町野球クラブ）主催のふれあい野
球教室は、11 月 6 日町民運動場を会場に開催され、小・
中学生 12 名、父兄も一緒に参加しました。ヒートブ
ロウより６名の選手が講師となり、野球の基本であ
るキャッチボール、ベースランニング、ノック、ティー
バッティングなどを行い楽しい時間を過ごしました。
　ヒートブロウのメンバーは、「今後も野球を好きに
なり、チームの一員として野球を一緒にできるよう
育成に力を入れていきたい」と意気込みを見せまし
た。

　11 月 1 日、福島県三島町生活工芸アカデミー
モデル事業体験の開講式が行われました。
　生活工芸アカデミーは、山村の文化・暮らしの
理解の下、編み組細工を柱に、農林業・その他の
工芸 ( 木工・陶芸等 ) を学べる環境を整備し、生
業との組み合わせによる山村で自活できるモデル
づくりを進め、定住促進につなげることを目的と
しています。
　今回は、平成 29 年度からの本格開講に向けた
モデル事業として 4 名の方が受講生となり、同
じ屋根の下、編み組細工製作や原材料採取及び栽
培、工人さん巡り、座学、郷土料理体験など三島
町の生活工芸に触れながら農山村のライフスタイ
ルを 1 ヵ月間体験しました。
　平成 29 年度三島町生活工芸アカデミー本格開
講に向け、興味のある方、もっと詳しく知りたい
方は、三島町ホームページ（http://www.town.
mishima.fukushima.jp/）をご覧いただくか、地
域政策課（☎０２４１- ４８- ５５３３）までご
連絡ください。

お菓子くれないと
イタズラしちゃうぞ！

　三島保育所の子どもたちによるハロウィンパ
レードは 10 月 31 日 に行われました。子どもた
ちはハロウィンにちなんだ手作りの衣装を着て、
宮下町内の商店などの店先で「トリックオアト
リート！（お菓子をくれないと、いたずらしちゃ
うぞ）」と元気よくかけ声をかけました。地区の
方々はかわいく変装した子どもたちに笑顔でお菓
子を手渡しました。

年末年始に向け火災予防
街頭広報と高齢者宅防火診断

　毎年、春・秋の火災予防運動期間に合わせて、高
齢者世帯を対象として、防火防犯診断を 11 月 7 日
に実施しました。
　会津坂下消防署三島出張所・会津坂下警察署三島
駐在所・消防団・民生児童委員の皆さんが、高齢者
宅を訪問し、暖房器具や屋外のホームタンクに異常
がないか等を点検しました。また、同日に火災予防
の一環として、県立宮下病院と道の駅みしま宿を訪
れ、街頭広報を行いました。
　これから年末年始に向け、火を取り扱うことが多
くなりますので、火の元には十分注意しましょう。

秋の味覚祭～海と山の出会い～
スーパーランチ

　11 月 15 日に公民館主催の「秋の味覚祭」が行わ
れました。今回のテーマは『海と山の出会い』。山際
博美シェフ (( 株 ) 山際食彩工房 ) による海の食材と
山の食材を掛け合わせた料理を三島小５年生が田ん
ぼの学校で育てたお米と一緒に食べ、とても美味し
いと多くの児童や生徒たちがおかわりをしていまし
た。
　食べ終わったあとは、三島中学生による合唱が披
露され、山際シェフも楽しいひと時を過ごされたよ
うでした。

▲写真中央：菅家壽一さん（間方）
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町
民
記
者
通
信

　

曇
り
空
で
時
折
日
が
差
す
「
名

入
ざ
る
菊
園(

諏
訪
ノ
上)

で
、

十
一
月
六
日
に
「
名
入
ざ
る
菊
の

郷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
」

(

代
表　

五
十
嵐
公
男
氏)

主
催

に
よ
る
、
ざ
る
菊
鑑
賞
会
＆
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
親
睦
会
が
、
会
員
・
有

志
十
六
名
参
加
の
も
と
行
わ
れ

ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
方
が
、
数

本
の
ざ
る
菊
は
見
た
こ
と
が
あ

る
が
、
ざ
る
菊
の
群
生
し
て
い
る

様
を
近
く
で
観
る
の
は
、「
名
入

ざ
る
菊
園
」
が
初
め
て
と
の
事

で
し
た
。
一
本
の
株
に
、
数
千
個

の
花
を
付
け
る
と
言
わ
れ
る
ざ

る
菊
に
囲
ま
れ
て
の
記
念
撮
影

後
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
よ
る
親
睦

会
に
移
り
ま
し
た
が
、
午
前
中

「
地
区
の
冬
人
足
」
が
行
わ
れ
た

為
に
、
出
来
上
が
る
の
が
早
く
、

に
わ
か
ざ
る
菊
講
師
が
何
人
も

現
れ
て
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。

【
お
知
ら
せ
】

　

十
月
十
八
日
に
、
オ
レ
ン
ジ
・

ピ
ン
ク
色
が
咲
き
始
め
、
次
に
、

黄
・
赤
色
が
続
き
、
寄
稿
時
現
在
、

白
・
紫
色
が
満
開
を
迎
え
ま
し

た
。

　

今
年
度
は
「
名
入
ざ
る
菊
園
」

の
ご
紹
介
は
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
来
年
度
は
も
っ
と
詳
し
く

ご
紹
介
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
来
年
度
、
区
画
拡
張

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
に

ざ
る
菊
鑑
賞
会
＆

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
親
睦
会

文
・
写
真　

五
十
嵐
公
男
さ
ん(

名
入)

で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
大
会
は
、
観
光
協
会
の

ご
協
力
に
よ
り
、
毎
年
紅
葉
の
季

節
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

伴
い
、
地
区
内
外
問
わ
ず
「
会

員
募
集
」
し
て
お
り
ま
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
意
欲
旺
盛
な
方
の
ご

入
会
を
、
実
行
委
員
会
一
同
心
よ

り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ラ
ン
テ
ィ
ア
道
普
請
に
参
加
し

た
り
、
高
姫
伝
説
の
紙
芝
居
を

つ
く
り
上
演
し
た
り
、
峠
道
の

散
策
の
案
内
を
す
る
等
、
歴
史

と
伝
説
の
あ
る
美
女
峠
を
活
か

し
た
村
お
こ
し
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

当
日
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
、

紅
葉
が
真
っ
盛
り
の
街
道
を
参

加
者
十
五
名
が
、
お
話
し
し
な

が
ら
ゆ
っ
く
り
と
歩
き
ま
し
た
。

あ
る
参
加
者
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の

頃
、
宮
下
で
汽
車
を
降
り
、
母

に
背
負
わ
れ
て
、
野
尻
ま
で
行
っ

た
こ
と
を
、
亡
き
母
か
ら
聞
か
さ

れ
て
い
た
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

夜
は
、
し
ら
か
ば
荘
に
お
い
て
、

参
加
者
に
「
高
姫
伝
説
」
の
紙

芝
居
を
上
演
し
ま
し
た
。

　

間
方
側
の
峠
道
は
、
緩
や
か

な
勾
配
で
、
道
幅
が
広
い
こ
と

か
ら
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、

お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
、
並
ん
で

歩
け
る
こ
と
が
魅
力
で
す
。
是

非
、
お
出
で
下
さ
い
。

　

十
月
三
十
日
、
例
年
よ
り
遅

い
紅
葉
の
中
、
落
ち
葉
を
踏
み

し
め
て
、節
目
の
第
五
回「
か
し
ゃ

猫
ロ
ー
ド
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
大
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
長
は
じ

め
約
五
十
名
の
方
々
が
参
加
し

て
く
だ
さ
り
、
天
候
に
も
恵
ま

れ
た
こ
と
か
ら
、
楽
し
い
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
と
な
り
ま
し
た
。

　

志
津
倉
山
登
山
口
に
お
い
て
、

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
っ
た
後
、

四
班
に
分
か
れ
地
区
の
案
内
人

に
よ
り
、
巨
木
三
兄
弟
の
サ
ワ
グ

ル
ミ
、
ト
チ
、
ブ
ナ
と
雨
乞
い
岩

等
の
説
明
を
し
な
が
ら
ゆ
っ
く

り
と
歩
き
ま
し
た
。
巨
木
か
ら

の
パ
ワ
ー
と
森
林
か
ら
の
癒
し

を
い
た
だ
き
、
大
辺
山
の
秋
の
ひ

と
時
で
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し

た
。

　

昼
は
集
会
所
に
お
い
て
、
地

区
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
作
っ
た
、

お
に
ぎ
り
、
ザ
ク
ザ
ク
煮
、
漬

物
、
イ
ワ
ナ
等
の
料
理
と
か
し
ゃ

猫
伝
説
と
高
姫
の
悲
恋
物
語
の

紙
芝
居
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
は
、
地

区
の
活
性
化
に
繋
げ
よ
う
と
、

県
の
サ
ポ
ー
ト
事
業
と
町
の
地

区
支
援
事
業
の
支
援
を
受
け
て

設
置
し
た
も
の
で
、
管
理
は
地
区

か
し
ゃ
猫
ロ
ー
ド

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
大
会

文
・
写
真　

菅
家
壽
一
さ
ん(

間
方)

　

十
一
月
五
日
に
、
会
津
若
松
か

ら
始
ま
っ
た
銀
山
街
道
ロ
ン
グ

ト
レ
イ
ル
が
、
六
日
に
は
、
そ
の

ル
ー
ト
の
一
部
で
あ
る
間
方
か
ら

中
向
ま
で
の
美
女
峠
の
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

只
見
川
沿
い
の
道
路
や
鉄
道

が
整
備
さ
れ
る
前
は
、
美
女
峠

を
含
む
銀
山
街
道
が
主
要
道
路

で
し
た
。
県
で
は
、
こ
の
銀
山

街
道
を
「
歩
く
県
道
」
と
し
て
、

数
年
前
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
道

普
請
に
よ
り
整
備
し
て
地
域
の

活
性
化
に
繋
げ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　

地
区
の
活
性
化
事
業
の
「
美

女
帰
の
里
ま
が
た
」
で
は
、
ボ

銀
山
街
道
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル

「
美
女
峠
」

文
・
写
真　

菅
家
壽
一
さ
ん(
間
方)

　

十
一
月
六
日
、
桧
原
春
日
神
社

境
内
の
冬
囲
い
と
周
辺
町
道
の
清

掃
を
地
区
恒
例
の
人
足
作
業
に
よ

り
実
施
し
ま
し
た
。

　

早
朝
六
時
よ
り
、
悪
天
候
の
薄

暗
い
中
で
の
作
業
に
三
十
五
名
も

の
大
勢
の
方
に
参
加
し
て
頂
き
、

鳥
居
と
灯
籠
の
冬
囲
い
と
、
境
内

及
び
周
辺
町
道
の
落
ち
葉
の
清
掃

を
行
い
ま
し
た
。
少
子
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
地
区
で
あ
り
、
高
齢

者
中
心
の
作
業
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
慣
れ
た
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で

手
際
よ
く
効
率
的
に
、
一
時
間
以

内
で
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　

来
年
四
月
の
取
外
し
ま
で
、
半

冬
囲
い
清
掃
作
業

文
・
写
真　

佐
々
木
邦
雄
さ
ん(

桧
原)

年
近
い
長
く
厳
し
い
冬
を
迎
え
ま

す
が
、
本
格
的
な
春
の
暖
か
な

日
差
し
が
、
一
日
で
も
早
く
訪
れ

る
こ
と
を
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
が

願
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

桧
原
地
区
農
事
生
産
組
合(

代

表　

阿
部
通
利
氏)

に
よ
り
、
一

連
の
耕
起
作
業
を
は
じ
め
、
八

月
十
一
日
の
種
蒔
き
作
業
ま
で
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
蕎
麦
の
刈
取
作
業
は
、

十
月
二
十
四
日
及
び
二
十
五
日

の
二
日
間
、
晴
天
の
中
行
わ
れ
、

今
年
も
台
風
や
長
雨
に
よ
る
被

害
等
も
な
く
、
順
調
に
生
育
し
、

昨
年
同
様
身
の
膨
ら
み
具
合
も

大
変
良
く
付
い
て
お
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
工
程
と
し
て
、
乾

燥
作
業
を
し
、
十
一
月
十
三
日
の

最
終
作
業
の
石
抜
き
と
袋
詰
作

業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
年
も
、
結
果
と
し
て
は
、

良
い
出
来
栄
え
で
終
了
出
来
そ

う
で
す
。
来
春
、
地
区
の
組
合

員
の
皆
さ
ま
に
い
い
報
告
が
出

来
る
よ
う
役
員
一
同
楽
し
み
に
し

秋
蕎
麦
収
穫
作
業

(

会
津
の
か
お
り)

文
・
写
真　

佐
々
木
邦
雄
さ
ん(

桧
原)

て
お
り
ま
す
。

　

十
一
月
十
九
日
の
午
前
九
時
よ

り
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
の
冬
囲
い

と
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
撤
去
作
業

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
冬
囲
い
が

始
ま
る
頃
よ
り
冷
た
い
雨
が
降

る
中
で
の
作
業
と
な
り
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
分
館
長
の

飯
塚
秀
市
さ
ん
を
中
心
に
、
地

区
役
員
の
皆
さ
ん
と
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
岩
本
大
輔
さ
ん
も

参
加
し
て
午
前
中
に
冬
囲
い
作

業
と
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
撤
去
作

業
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

単
管
パ
イ
プ
を
ク
ラ
ン
プ
と

呼
ば
れ
る
接
合
部
品
を
使
っ
て

組
立
作
業
を
行
い
ま
し
た
が
、

全
体
的
に
遠
く
か
ら
眺
め
る
と

斜
め
に
な
っ
た
り
、
単
管
パ
イ
プ

が
定
位
置
で
な
か
っ
た
り
と
四

苦
八
苦
す
る
場
面
も
あ
り
ま
し

た
が
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中

住
民
の
憩
い
の
場
「
ふ
る
さ

と
セ
ン
タ
ー
」
の
冬
囲
い

文
・
写
真　

本
名
与
四
郎
さ
ん(

西
方)

で
、
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　

二
十
四
節
気
の
一
つ
で
あ
る

「
小
雪
」
を
控
え
、
雪
に
閉
ざ
さ

れ
る
奥
会
津
の
冬
に
備
え
た
恒

例
の
作
業
で
し
た
。

　

十
一
月
二
十
日
、
午
前
十
時

よ
り
改
善
セ
ン
タ
ー
で
納
会
を

行
い
ま
し
た
。
オ
ー
ナ
ー
の
出

席
十
五
名
、
地
区
会
員
二
十
一
名

の
参
加
に
よ
り
盛
大
に
行
わ
れ
、

会
長
挨
拶
で
は
今
年
度
の
ソ
バ

の
収
穫
報
告
、
今
ま
で
で
最
高

の
収
穫
と
の
報
告
な
ど
が
あ
り
、

早
速
、
別
会
場
で
ソ
バ
打
ち
、

餅
の
杵
つ
き
、
お
昼
か
ら
食
べ
る

物
の
準
備
を
し
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
ソ
バ
口

上
か
ら
尺
八
演
奏
、
ハ
ー
モ
ニ
カ

演
奏
、
カ
ラ
オ
ケ
婦
人
会
員
の

お
か
め
、
ひ
ょ
っ
と
こ
の
踊
り
、

大
石
田
盆
踊
り
、
大
石
田
甚
句
、

最
後
に
ふ
る
さ
と
を
全
員
で
楽

し
く
歌
い
、
来
年
の
再
会
を
約

大
石
田
ソ
バ
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ

オ
ー
ナ
ー
二
十
八
年
度
納
会

文
・
写
真　

中
兵
一
郎
さ
ん(

大
石
田)

束
し
お
開
き
に
し
ま
し
た
。

　

十
一
月
二
十
三
日
、
宮
下
地
区

で
は
、
地
区
委
員
町
づ
く
り
応

援
隊
や
地
区
住
民
の
協
力
を
得

て
、
宮
下
活
性
化
セ
ン
タ
ー
冬

囲
い
作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

同
時
に
、
来
年
一
月
の
『
サ
イ

の
神
』
用
の
杉
葉
集
め
に
も
向

か
い
保
管
作
業
も
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
で
雪
対
策
・
サ
イ
の
神
の

準
備
も
万
全
。
気
持
ち
よ
く
新

年
会
を
開
催
で
き
ま
す
。

冬
に
向
か
っ
て

文
・
写
真　

小
島
純
さ
ん(

宮
下)

　

十
一
月
十
日
、
虫
供
養
塔
か
ら

最
も
遠
い
場
所
か
ら
、
居
平
地

区
の
佐
久
間
弥
一
さ
ん
が
、
鐘
を

叩
き
な
が
ら
歩
き
始
め
、
生
活

改
善
セ
ン
タ
ー
前
か
ら
、
三
島
小

学
校
三
年
生
と
四
年
生
の
十
七

名
が
加
わ
り
、
一
緒
に
歩
き
始
め

ま
し
た
。

　

過
去
に
は
大
雨
の
日
も
あ
り

ま
し
た
が
、
一
度
も
こ
の
行
事

を
休
ん
だ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

脈
々
と
こ
の
地
区
に
受
け
継
が

れ
て
き
ま
し
た
。

　

虫
供
養
塔
で
は
、
参
加
者
が

一
人
ひ
と
り
神
妙
な
面
持
ち
で
、

駆
除
さ
れ
た
虫
の
魂
に
祈
り
を

捧
げ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
参
加
者
全
員
で
記

早
戸
地
区
で
伝
統
の
虫
供
養

文
・
写
真　

五
十
嵐
信
一
さ
ん(

早
戸)

念
撮
影
を
し
、
ま
た
来
年
の
再

開
を
約
束
し
ま
し
た
。
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小山田＆髙𣘺 ： 桐の里産業 （株） に出向して農業に従事しています。

一年を通しての野菜の栽培やお米づくり、 草刈りなどの作業を行っている

他、 最近ではミニライスセンターの管理 ・ 運営のお仕事もあります。 また

秋口からはキノコの栽培も行っており、 栽培したヒラタケは 「福島県きの

こ品評会」 にて福島県県知事賞を受賞しました！

どのようなお仕事を担当されていますか？

▲ 農業支援担当の地域おこし協力

隊　写真左 ： 小山田さん　写真右：
髙𣘺さん

小山田 ： 小学生の頃、 テレビで日本の食料自給率が非常に低いこと

を知りました。 父が農家をやっていたこともあって、 国内でそこまで食

糧が作られていない、 という実感がなかったため衝撃を受けました。

そこから農業に興味を持ち、 農家さんのお手伝いをしたいと思うように

なりました。

髙𣘺：幼稚園で田植え体験をやる機会があり、そのときに田植え

を教えに来てくれていたおじいちゃんが小さかった自分にはとて

もカッコ良く見えて、いつかは自分もこういう人になりたい！と

思い農業を志しました。

小山田＆髙𣘺 ： 大石田ではじゃがいもが豊富に収穫されるなど、 三

島町には地区によって特色があることを聞きました。 来年はそのよう

な地区の魅力を知らない人には知ってもらう機会を作り出し、 実際に

各地区で特色とされている農作物を育てることで、 各地区のアピール

や延いては三島町全体のアピールになればいいな、 と考えています。

農業を志したきっかけは？➡小山田さん

地区ならではの農作物を知る・育てる

▲ 稲刈りの様子。 お米作りの他に、 野菜

やキノコの栽培にも励む。

　

浅
岐
地
区
は
、
現

在
ま
で
元
の
浅
岐
児

童
館
を
集
会
所
と
し

て
利
用
し
て
き
ま
し

た
が
、
耐
震
性
や
老

朽
化
の
観
点
よ
り
、

今
年
度
事
業
と
し
て

新
築
工
事
に
着
手

し
、
11
月
に
完
成
を

迎
え
ま
し
た
。 

 　

今
後
は
、
地
区
づ

く
り
活
動
を
は
じ
め

各
種
会
合
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
万
が
一

の
災
害
時
避
難
場
所

と
し
て
、
浅
岐
地
区

の
皆
様
に
ご
活
用
い

た
だ
き
ま
す
。 

浅 岐 集 会 所

１１
月
に

完
成
。

和室 （１５帖） と洋室 （１８帖）

木造平屋建　建築面積 159.1 ㎡　延床面積 127.11 ㎡

平　面　図

調理室

玄　関

昭和５０年に建築された

旧浅岐集会所 （元児童館）

8広報みしま 2016.129 広報みしま2016.12

地域おこし協力隊のみなさんが普段どのようなお仕事をし

ているのかなどをご紹介するコーナー！第 4 回目となる今

回は農業支援を担当している小山田睦美さんと髙𣘺直生さ

んにお話を伺ってきました！（記事内：敬称略）

農業支援担当

小山田 睦美さん

髙𣘺 直生さん

農業を志したきっかけは？➡髙𣘺さん

新 築



町
史
編
さ
ん
室
だ
よ
り
第 11 回

　
　

恐
れ
乍
ら
口
上
書
を
以
っ
て
願
上
げ
奉
る
御
訴
訟

　
　
　
　
　
　

山
田
八
郎
兵
衛
様
代
官
所
会
津
御
料
所
百
姓
代

一
会
津
御
料
所
の
儀
は
、
山
郷
に
て
地
方
狭
く
高
よ
り
人
数
多
く
、
そ
の
上
秋

は
九
月
よ
り
雪
降
り
、
春
は
四
月
ま
で
雪
消
え
申
さ
ず
、
田
畑
の
稼
ぎ
半
年
程

働
き
、
半
年
は
薪
ば
か
り
取
り
、
金
子
に
も
ま
か
り
な
ら
ず
、
田
畑
す
べ
て
一

毛
作
に
て
取
穀
御
座
無
く
、
年
に
よ
り
雪
霜
に
逢
い
、
二
、三
年
に
一
度
は
諸

作
実
り
兼
ね
申
し
候
、
こ
れ
に
よ
り
当
御
料
百
姓
共
困
窮
仕
り
、
渡
世
漸
く
相

続
け
仕
り
ま
か
り
あ
り
候
御
事

一
（
以
下
十
二
个
条
あ
り
略
）

享
保
六
年
丑
二
月
十
五
日

　
　
　
　
　
　

会
津
御
料
所
百
姓
代
檜
原
村　

順
次
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

外
十
四
人
略

文
・
読
み
下
し　

角
田　

伊
一

　

も
し
、
ご
家
庭
に
古
い
文
書
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

交
流
セ
ン
タ
ー
山
び
こ
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

☎
（
52
）
２
１
６
５

　

享
保
五
（
一
七
二
〇
）
年
晩
秋
、
御お
く
ら
い
り
ご
り
ょ
う

蔵
入
御
料
︵
現
在
の
奥
会
津
︶
各

地
の
百
姓
八
百
人
余
り
が
田
島
陣
屋
を
取
り
囲
み
、
今
ま
で
お
金
で
納
め

た
年
貢
が
今
年
か
ら
米
納
に
な
っ
た
理
由
を
た
だ
し
ま
し
た
が
埒ら
ち

が
明
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

享
保
六
年
二
月
、
百
姓
総
代
十
五
人
が
、
年
貢
率
の
引
き
下
げ
・
小
穀

割
・
餅
米
等
雑
税
の
廃
止
・
江
戸
廻
米
の
廃
止
・
米
納
年
貢
の
廃
止
・
郷

頭
制
度
の
廃
止
な
ど
、
暮
ら
し
を
阻そ
が
い害

す
る
様
々
な
原
因
を
十
三
个
条
に

纏ま
と

め
た
訴そ
が
ん
じ
ょ
う

願
状
を
持
参
し
江
戸
幕
府
に
直
訴
し
ま
し
た
。
し
か
し
勘
定
奉

行
所
で
は
将
軍
の
仰
せ
付
け
と
称
し
、
廻
米
・
雑
税
・
米
納
な
ど
幕
政
に

関
す
る
六
个
条
を
取
り
下
げ
、
七
个
条
の
み
と
し
、
百
姓
対
郷
頭
の
出
入

り
（
争
い
）
と
し
て
訴
状
を
受
理
、
詮せ
ん
ぎ議
（
取
り
調
べ
）
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。

　

同
時
に
江
戸
と
田
島
に
多
く
の
村
名
主
や
百
姓
が
呼
び
出
さ
れ
、
幕
藩

官
僚
に
よ
る
激
し
い
詮
議
が
行
わ
れ
、
享
保
七
年
七
月
二
日
に
は
首
謀
者

界
村
名
主
兵
左
衛
門
、
小
栗
山
村
百
姓
喜
四
郎
等
六
人
が
死
罪
獄
門
と
な

り
ま
し
た
。
百
姓
総
代
十
五
人
に
加
わ
っ
た
檜
原
村
順
次
右
衛
門
は
獄
中

死
、
名
入
村
初
右
衛
門
は
田
畑
が
半
分
に
、
家
財
は
残
ら
ず
没
収
と
な
り
、

大
谷
村
四
郎
兵
衛
は
御
構
い
無
し
と
の
判
決
を
受
け
一
件
落
着
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
回
紹
介
す
る
文
書
は
百
姓
訴
状
の
初
个
条
で
、
当
地
の
立
地
条
件
を

的
確
に
書
き
表
し
た
名
文
と
し
て
後
世
に
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。　

奥
会
津
全
体
を
巻
き
込
ん
だ
大
騒
動
が
発
生

御
蔵
入
惣
百
姓
十
三
ヶ
条
御
訴
訟

　

塔
寺
の
立
ち
木
観
音
堂
に
下
が
っ
て
い
る
「
鰐わ
に
ぐ
ち口
」
に
は
、

珍
し
い
伝
説
が
あ
ん
の
な
っ
し
。

　

昔
、
大
沼
郡
西
方
村
名
人(

今
は
三
島
町)

さ
五
十
嵐
吉

兵
衛
つ
う
方
が
お
ら
っ
た
ど
。
た
い
そ
う
信
心
深
い
方
で

あ
っ
た
が
、
殊
に
立
ち
木
観
音
様
に
は
信
仰
厚
く
お
参
り
し

て
ら
っ
た
だ
ど
。

　

あ
る
年
、
お
伊
勢
参
り
さ
行
ぐ
ご
ど
に
な
っ
て
、
参
宮
中

の
安
全
祈
願
は
も
ち
ろ
ん
留
守
中
の
家
族
の
無
事
も
、
念
入

り
に
拝
ん
で
出
立
し
ら
っ
た
ど
。

　

さ
て
、
お
伊
勢
様
の
内
宮
外
宮
の
参
拝
も
す
ま
せ
で
、
更

に
四
国
の
金
毘
羅
様
さ
も
お
参
り
し
ん
べ
と
、
桑
名
の
渡
し

が
ら
船
に
乗
っ
た
。

　

し
ば
ら
く
船
さ
揺
ら
れ
だ
が
「
ほ
ー
っ
」
と
船
が
動
か
な

く
な
っ
た
ど
。

「
な
ん
だ
、
な
ん
だ
」「
何
事
だ
っ
」
っ
て
皆
お
ろ
だ
え
で
だ

ら
、
船
頭
が
、

「
こ
れ
は
皆
さ
ん
方
の
中
で
、
ワ
ニ
に
見
込
ま
れ
た
方
が
い

る
」
つ
う
だ
ど
。

「
だ
ん
じ
ゃ
、
だ
ん
じ
ゃ
」
の
大
騒
ぎ
。
さ
ら
に
船
頭
は
、

「
そ
の
誰
か
を
知
る
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
の
身
に
つ
け
て
い

る
も
の
、つ
ま
り
手
ぬ
ぐ
い
等
を
か
し
て
け
れ
」
つ
う
だ
ど
。

　

お
客
、
全
部
が
ら
品
々
を
受
け
取
っ
て
、
水
中
さ
投
げ
こ

ん
だ
ど
。
皆
々
、
目
の
色
変
え
で
、
波
間
さ
浮
か
ぶ
品
物
を

見
で
だ
わ
い
な
ぁ
～
。

　

し
た
ら
ば
吉
兵
衛
の
手
ぬ
ぐ
い
が
ス
ル
ス
ル
、
ス
ル
ス

ル
ー
ー
水
中
さ
沈
ん
で
っ
た
だ
ど
ー
。

　

さ
ぁ
、
大
変
だ
ぁ
。

民
話

第 68 話

観
音
様
の
御
利
益

「
皆
さ
ん
を
助
け
る
ど
思
っ
て
、
お
気
の
毒
だ
が
身
投
げ
し

て
く
ん
つ
ぇ
」

船
頭
さ
ん
に
は
言
わ
れ
ん
べ
し
、
お
客
さ
ん
だ
れ
は
、

「
我
々
を
助
け
て
く
ん
つ
ぇ
」
っ
て
は
言
わ
れ
ん
べ
し
・
・

吉
兵
衛
は
、

「
ち
ょ
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
ん
つ
ぇ
。
船
頭
さ
ん
、
ま
ぁ

一
遍
船
動
か
し
て
く
ん
つ
ぇ
」
頼
ん
だ
。
時
が
た
つ
ど
皆
々

い
ら
い
ら
し
て
、

「
早
ぐ
、
水
さ
入
れ
︱
︱
っ
」「
ん
だ
、
ん
だ
」
い
ら
だ
っ
て

ん
の
も
解
る
。

　

吉
兵
衛
は
、
船
縁
さ
立
っ
て
目
を
つ
む
っ
と
、
一
心
に
立

ち
木
観
音
様
の
お
姿
を
思
っ
て
拝
ん
だ
だ
ど
。

「
南
無
観
世
音
菩
薩
！
南
無
観
世
音
菩
薩
！
」
し
た
ら
ば
、

不
思
議
や
不
思
議
～
船
は
ス
ル
ス
ル
ー
ー
っ
と
動
き
だ
し
た

ど
ぉ
。

「
お
お
ー
、
良
か
っ
た
～
動
い
た
ぁ
～
」

　

九
死
に
一
生
の
吉
兵
衛
は
じ
め
、
皆
さ
ま
方
も
胸
な
で
お

ろ
し
て
金
毘
羅
様
を
参
詣
し
て
、
帰
り
に
は
江
戸
見
物
ま
で

し
て
も
ど
ら
っ
た
そ
う
だ
。

　

旅
の
話
を
し
な
が
ら
吉
兵
衛
は
、
た
だ
た
だ
立
ち
木
観
音

様
の
御
利
益
と
深
く
感
激
し
て
、
あ
の
鰐わ
に
ぐ
ち口
を
奉
納
し
ゃ
っ

た
だ
ど
。

　

あ
の
時
、
納
め
ら
れ
た
鰐わ
に
ぐ
ち口
は
、
今
の
今
に
も
残
っ
て
い

る
、
つ
う
事
だ
な
い
。立

ち
木
観
音
様
の
ご
利
益　

お
し
ま
い

　

元
話      　

会

津

の

伝

説

よ

り

再
話      　

五
十
嵐　

  

七　

重
さ
ん
（
西
方
）

　

町
民
セ
ン
タ
ー
ゆ
め
ぽ
け
っ
と

図
書
コ
ー
ナ
ー

【
今
月
の
お
す
す
め
】

【
図
書
の
紹
介
】

○
利
用
時
間

　

㊊
～
㊏　
　

午
前
９
時
～
午
後
９
時

　

㊐
・
祝
日　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

○
お
休
み

　

年
末
年
始

㉄
公
民
館　

☎
︵
４
８
︶
５
５
９
９

『
陸
王
』

著
者
：
池
井
戸　

潤

題　

名

著　

者

こ
こ
ろ
の
匙
加
減

髙
橋　

幸
枝

見
て
る
、
知
っ
て
る
、
考

え
て
る

中
島　

芭
旺

へ
ん
し
ん
ト
ン
ネ
ル

あ
き
や
ま　

た
だ
し

終
わ
っ
た
人

内
館　

牧
子

魔
法
の
コ
ン
パ
ス

西
野　

亮
廣

※
左
記
の
雑
誌
を
毎
月
購
読
し
て
い
ま
す
。

　

ひ
よ
こ
ク
ラ
ブ
・
た
ま
ご
ク
ラ
ブ
・
山
と
渓
谷
・

　

オ
レ
ン
ジ
ペ
ー
ジ
・
壮
快
・
Ｎ
ｕ
ｍ
ｂ
ｅ
ｒ

　

足
袋
作
り
百
年
の
老
舗
﹁
こ
は
ぜ
屋
﹂
は
︑

従
業
員
二
十
名
の
零
細
企
業
︒
社
長
の
宮
沢
は

銀
行
か
ら
融
資
を
引
き
出
す
の
に
苦
心
す
る

日
々
を
送
っ
て
い
る
︒

　

そ
ん
な
あ
る
日
︑
ふ
と
し
た
こ
と
か
ら
足
袋

製
造
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
ラ
ン
ニ
ン
グ

シ
ュ
ー
ズ
の
製
造
を
思
い
つ
く
︒
大
手
メ
ー

カ
ー
の
妨
害
が
あ
る
中
︑
こ
の
難
局
を
乗
り
切

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
︒
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国民年金の第１号被保険者の
皆さまへ

国民年金基金制度のご案内

 ●国民年金基金は、自営業の
　方やその家族、自由業、学
　生などの国民年金の第１号
　被保険者の方々がゆとりあ
　る老後を過ごせるよう、国
　民年金に上乗せする公的な
　年金制度です。
 ●加入できる方は、国民年金
　に加入している２０歳以上
　６０歳未満の方および６０
　歳以上６５歳未満の国民年
　金に任意加入している方で
　す。
 ●６５歳から生涯受け取るこ
　とができる終身年金が基本
　ですので、長い老後に備え
　ることができます。
 ●掛金は全額が社会保険料控
　除、所得税と住民税が軽減
　されます。受け取る年金も
　公的年金等控除の対象にな
　りますので、税制面で優遇
　されます。
 ●万が一早期に亡くなったと
　き、家族に遺族一時金が支
　払われます。( 一部の年金
　タイプを除く ) 遺族一時金
　は全額非課税です。
 ●加入した時に確定した掛
　金額と年金額は変わりませ
　ん。( 口数を変更しない場合、
　６０歳までお支払いの場合 )
 ●ライフプランに合わせて、
　年金額や受取期間を設計で
　きます。　

 ■国民年金基金についての
　お問合せ
　福島県国民年金基金

　０
フ リ ー ダ イ ヤ ル

１２０（６
ロ ー ゴ

５）４
ヨ イ ク ニ

１９２
　〒９６０－８０４３
　福島市中町１番１９号
　中町ビル５F
　http://www.fnpf.or.jp/

社会福祉協議会より

ご寄附
ありがとうございました

町社会福祉協議会へのご寄附
（ご遺志によるもの）

板　橋　𣳾二郎　様 ( 滝　原）
五十嵐　利　勝　様 ( 大石田 )
目　黒　政　寿　様 ( 宮　下 )

地域ふれあいサロン
サロンないり
　12 月 6 日㊋　午前 10 時から
　名入公民館
ひまわりサロン
　12 月 15 日㊍　午前 10 時から　
　町民センター

  問社会福祉協議会　☎（52）3344

心配ごと相談 ( 人権相談 )
12 月 8日㊍　福寿草
午前　9時 30 分から
午前 11時 30 分まで

ご寄附
ありがとうございました

町への寄附（ふるさと納税）

角田　新作　様（神奈川県横浜市）

　今年度より、ふるさと納税に対す
る返礼品の制度を導入し、また特別
町民の皆様からの年会費もふるさと
納税として取り扱わせていただいて
おります。多数の皆様からのご支援
に対し、厚く御礼申し上げます。

会津坂下警察署からのお知らせ

区　分 管　内 三島町
強 盗
空 き 巣 ね ら い 5
忍 び 込 み 5
事 務 所 荒 ら し
出 店 荒 ら し １
自 動 車 盗 1
オ ー ト バ イ 盗
自 転 車 盗 １3
自 販 機 ね ら い
車 上 ね ら い 9
ひ っ た く り
部 品 ね ら い
強 制 わ い せ つ
街 頭 犯 罪 合 計 ３４ 0
全 刑 法 犯 １０４ 1

※全刑法犯には街頭犯罪以外（器物損壊、暴行、
　傷害、万引き、詐欺など）の犯罪発生件数が
　含まれます。
※上記発生件数は、平成 28 年 1 月 1 日からの
　累計数となっています。

街頭犯罪発生件数（10月現在）

還付金詐欺にご注意！
▼ＡＴＭに行って欲しいはサギ！
　自治体職員を名乗る者からの
不審電話が発生しています。手
口は、医療費や医療保険料の還
付金があると言って、ＡＴＭに
誘導しお金を振り込ませようと
するものです。ＡＴＭから還付
金が戻ってくることはありませ
ん。

▼警察官を名乗る不審電話発生！
　手口は、自動音声で「警察か
らの電話です。９番を押してく
ださい」と電話や、警察官を名
乗る者から、「通帳が届いている、
口座番号を教えて欲しい」など
と電話があるものです。警察で
は自動音声の電話は使用してい
ません。

▼泥棒から家を守ろう！
　会津坂下警察署管内で、忍び
込みや車上狙いが発生していま
す。夜間に無施錠の玄関や勝手
口から侵入されています。
○在宅中でも鍵をかけましょう。
○車も施錠し、車内の見えると
　ころにバッグや貴重品は置か
　ないようにしましょう。

三島町での刑法犯
(10 月 1 日現在）

1 件

Information
～　情　報　配　信　～

栗城隆彦氏 ( 宮下 ) 秋の叙勲受章

　元東北電力会津若松支社只
見川ダム管理所長を務めた栗
城隆彦氏 ( 宮下 ) が秋の叙勲
にて、瑞宝単光章を受章され、
記念にと町へ多額のご寄附を
いただきました。

㊟住民基本台帳による数値です。増減数は
前月との比較、出生・死亡・転入・転出は
前月 1 カ月間に届出のあった人数です。

町の人口と世帯
11 月１日現在

人口 1,728
増
減
数

-5 出生 0

男 837 -1 死亡 2

女 891 -4 転入 3

世帯 787 ＋1 転出 6

▶固定資産税（第 3 期）
▶国民健康保険税（第５期 )
▶介護保険料 ( 普通徴収 )( 第５期 )
▶後期高齢者保険料 ( 普通徴収 )
　（第５期）

忘れずに納付ください。
役場 町民課

1２月の納税
納期限 12 月 26 日

◆　診療日記　◆

　「今朝は、かんじんなぁ～」こん
な朝は要注意！！脳梗塞や心筋梗塞
は朝に多いと言われています。さ
らに冬は血圧が上昇しやすくなりま
す。この理由は、寒いところに行く
と手足が冷たくなるように、末梢の
血管が収縮すること、また食事の塩
分量が増えることが原因です。冬は
元来、保存食としてしょっぱいもの
が多くなりますので、改めて食生活
を見直してみましょう。そして、気
温の寒暖差が大きいと血圧が変動す
るため、入浴の際は浴室や脱衣室は
暖めておき、温度差がないように心
がけましょう。
　徐々に冬の訪れを感じる季節に
なってきました。今年は「クサムシ
( カメムシ )」が多く、ここ奥会津も
豪雪となるのでしょうか。みなさま
身体をご自愛の上、長い冬を乗り越
えましょう。

県立宮下病院内科医長　五十嵐　亮

～  冬は脳梗塞、心筋梗塞が多い！～

県立宮下病院より

問福島県立宮下病院☎ 0241-52-2321

◀ご寄附された栗城隆彦さんと
　妻の和代さん

桐陽祭で募った義援金を寄附

　10 月 29 日に三島中学校「桐
陽祭」が行われた際、三島中
学校生徒会により義援金を募
り、集まった金額 24,524 円を
生徒会長の坂内遥人くん ( 三
島中 3 年 ) が町 長室を訪 れ、
赤十字社三島分区長の矢澤町
長に手渡しました。

▲義援金を手渡す生徒会長の
坂内遥人くん ( 三島中 3 年 )

　　　安全安心な街づくり
　　　三島町消防団に感謝状

　三島町消防団は、多年にわ
たり、地域安全活動を推進し、
安全で安心な街づくりに貢献
するとともに積極的に警察活
動に協力された功績により、
公益社団法人福島県防犯協会
連合会長と福島県警察本部長
から感謝状を授与されました。

▲感謝状を手にする三島町消防団
　二瓶団長 ( 間方 ) と矢澤町長
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只
見
川
流
域
町
村
は
、
日
本
の
復
興
を
担
う
べ
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
提
供
基

地
と
し
て
、
ダ
ム
や
発
電
所
工
事
等
に
か
か
る
複
雑
な
地
域
課
題
を
抱
え
な

が
ら
も
協
力
し
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
事
は
我
々
の
プ
ラ
イ
ド
で

あ
り
ま
す
。

　

三
島
町
の
高
齢
化
率
は
約
50
％
、
金
山
町
が
約
60
％
、
昭
和
村
が
約
55
％

と
福
島
県
で
1
番
か
ら
3
番
の
高
齢
化
率
の
高
い
地
域
が
、
只
見
川
流
域
町

村
で
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
が
多
い
町
と
は
、
幸
せ
の
町
で
も
あ
り
ま
す
。
人

間
の
幸
せ
は
、
長
生
き
す
る
事
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
為
に
医
学
の
進
歩
は
勿

論
で
す
が
、
文
明
全
体
の
進
歩
を
図
っ
て
来
た
の
は
ご
承
知
の
通
り
で
す
。

　

一
九
六
〇
年
代
頃
か
ら
「
進
歩
」
と
い
う
内
容
や
「
幸
福
」「
文
明
」
の

内
容
が
問
わ
れ
て
来
ま
し
た
。
技
術
の
進
歩
が
人
間
を
幸
福
に
導
い
て
く
れ

る
の
か
と
い
う
疑
い
を
多
く
の
人
が
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
経
済
の
拡

大
が
「
人
間
を
幸
せ
な
世
界
」
に
導
い
て
く
れ
る
と
い
う
「
幻
想
？
」
は
立

ち
止
ま
っ
て
再
考
す
る
時
代
で
あ
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

　

ネ
ッ
ト
社
会
が
世
界
を
支
配
し
、
ゼ
ロ
コ
ン
マ
単
位
で
売
買
さ
れ
る
株
や

為
替
と
い
う
数
字
が
飛
び
交
い
、
生
き
残
り
を
か
け
て
熾
烈
な
競
争
を
す
る

技
術
開
発
や
ソ
フ
ト
開
発
が
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
さ
れ
る
社
会
が
、
人
間
社

会
を
幸
せ
に
し
て
く
れ
る
の
か
、
知
識
の
な
い
私
に
と
っ
て
疑
問
に
思
っ
て

い
ま
す
。

　

62
人
の
資
産
と
36
億
人
（
世
界
の
人
口
の
50
％
）
分
の
資
産
が
同
じ
で
あ

る
と
い
う
世
界
の
現
実
を
前
に
す
る
と
き
、
只
見
川
流
域
の
町
村
の
発
想
を

ど
の
よ
う
に
絡
め
て
、
地
方
創
生
を
成
し
遂
げ
て
い
く
の
か
、
大
き
な
落
差

に
驚
き
な
が
ら
も
、「
自
分
の
足
下
の
泉
を
掘
る
」
事
に
「
三
島
プ
ラ
イ
ド
」

を
全
面
に
出
し
な
が
ら
、住
民
の
皆
さ
ん
と
汗
を
か
き
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
大
事
に
し
て
、
頑
張
る
以
外
に
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

山
眠
る
季
節
で
す
が
、
何
か
と
気
忙
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
人
間
は
忙
し

く
生
き
る
性
を
持
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さ
い
。

三
島
町
長　

矢
澤　

源
成

平成 28 年度福島県きのこ品評会
桐の里産業株式会社のひらたけ

福島県知事賞受賞
　

東
日
本
大
震
災
、
東
京
電
力

福
島
第
1
原
子
力
発
電
所
事
故

後
、
第
2
回
目
と
な
る
「
福
島

県
き
の
こ
品
評
会
」が
行
わ
れ
、

『
な
め
こ
・
ひ
ら
た
け
の
部
』

で
桐
の
里
産
業
株
式
会
社
の
ひ

ら
た
け
が
福
島
県
知
事
賞
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
は
気
温
の
高
い

日
が
9
月
後
半
ま
で
続
き
、
露

地
・
施
設
栽
培
を
問
わ
ず
、
菌

床
の
高
温
障
害
や
ほ
だ
木
の
乾

燥
、
害
菌
対
策
な
ど
難
し
い
栽

培
管
理
が
求
め
ら
れ
た
な
か
、

色
、
形
状
が
よ
く
肉
厚
な
も
の

が
多
く
見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

今
後
も
品
質
維
持
に
努
め
て
ほ

し
い
と
審
査
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　

こ
の
品
評
会
は
、
震
災
復
興

と
県
産
き
の
こ
の
振
興
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

▲桐の里産業株式会社で大事に育てあげた肉厚なひらたけ

▲ひらたけハウスの様子

▲右から　代表取締役：矢澤源成町長
　　　　　　執行役員：岸本篤美さん ( 宮下 )
　　　　　　　指導者：海老名弘さん ( 桧原 )
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